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【業務概要】

本業務は、環境クリーンセンターし尿希釈設備より排出される下水道放流水の測定を行うものである。

【一般事項】

１ 本業務は、仕様書及び関係諸官公庁の規則を遵守し、担当職員の指示に従い完全に施工する。

２ 本仕様書は、本業務の基本的内容について定めるものであり、記載されていない事項であっても

当然必要と思われるものについては受託者の責任において、施工しなければならない。

３ 本仕様書において疑義が生じた場合は、その都度担当職員と協議し、その指示に従うものとする。

４ 施工写真は、黒板等を使用し施工状況（採取中、分析中）の経過及び月日が詳しく分かる写真を

提出するものとする。

５ 提出書類（原則としてＡ４判とする。）

① 報告書・計量証明書

② 施工写真

③ 作業週報又は月報

④ その他担当職員の指示による必要書類

６ その他

① 関係法令の遵守

本業務の施工にあたっては関係法令等を遵守しなければならない。

業務内容により、関係官公庁への許可、報告、届出等の必要がある場合には、その手続きは

受託者負担により代行するものとする。

② 労務災害の防止

施工中の危険防止対策を充分に行い、また、労務災害の発生がないよう努めること。

③ 本業務施工中に受託担当者が誤って他の装置を破損した場合には、全面的に責任を負うもの

とする。
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【特記事項】

１．水質測定

① 測定場所及び測定回数

測 定 場 所 測 定 項 目 測定回数 備 考

し尿希釈設備（出口） (１)水素イオン濃度指数 年１２回 採水は、原則として

(２)生物化学的酸素要求量 （ 毎 月 １ 午後１回とする。

(３)化学的酸素要求量 回）

(４)浮遊物質量

(５)窒素含有量

(６)燐含有量

(７)ノルマルヘキサン抽出物質含有量

上記（１）～（２）及び 下水の水質の検定方法に関する省令（昭和３７

測 定 方 法 （４）～（７）の項目 年厚生省、建設省令第１号）に定める方法

(３) 化学的酸素要求量 ＪＩＳ Ｋ ０１０２．１７

２．報告書

(1) 報告書の様式等は、本市の指示に従い作成すること。

報告書は、原則として１ヶ月以内に市に提出するものとする。

(2) 年間報告書として、各測定項目ごとの一覧表を提出すること。

(3) その他、担当職員の指示による事項。

３．その他

(1) 測定は、本仕様書に示した各測定方法及び関係法令等を遵守し、実施すること。ただし、関係法令等

の改訂により変更のあった場合には、改訂後の方法で実施すること。

この場合の経費は、受託者負担とする。

(2) 定量下限値については、施工前に担当職員と協議し、承認を得ること。

(3) 試料採取時には、担当職員の指示により行うこと。

(4) 報告書のデータに疑義があると市が判断した場合は、再度測定の業務を行う。ただし、この場合の経

費は、受託者負担とする。


